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 本研究報告においては、生物生産力と環境との調和のとれた栄養塩管理の視点から海域の高度な

栄養塩管理について記述した。これは環境サイドからみた富栄養化防止対策としての窒素とリンの制

御の施策もある程度の成果と効果が得られた時点においてその反面、生物生産力の観点からは窒素

やリン等の栄養塩類の不足が顕在しはじめてきた。このような状況において本書は、今後の栄養塩管

理の有り方を論じたものである。 

 すなわち、本研究報告は、環境と生物生産力との二つの観点からの調和のとれた栄養塩管理の在り

方を論じたものである。しかしながらこれは、社会的に最も関心のある漁獲量減少と増強に対する直接

的な回答を示したものではない。 

 漁獲量減少と増強に対しては、単に栄養塩管理のみならず、漁獲量管理としての視点から、乱獲や

捕り過ぎの有無等のこれまでの漁獲努力量の経緯の解析や生育場の消失と育成の実態を定量的に

解明して対処することが是非とも必要である。 

 本研究報告が今後の海域の栄養塩管理についての参考となれば幸いである。 



 本研究報告の執筆に当たり、京都大学農学部の藤原建紀先生を始め多くの方々から、種々のご示

唆を戴いた。当研究会を代表して厚く謝意を述べる次第である。 
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